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論文 内容の要 t:::. 
日

本論文は，けい光灯における雑音現象について，その発生機構を解明する目的で，おもに，実験的な考

察を加えた結果をまとめたものであるつすなわち，従来，偶発的な現象として扱われていた雑音現象を，

人為的に再現きぜることによって，乙の雑音発生に関連する諸因子を明確にして，その発生機構につき考

察したものである。

つぎに，これら研究成果の応用例として，けい光灯雑音によるラジオ障害の対策法について述べ， ま

た，この現象を，けい光灯の製造技術の上に応用する方法について論じた結果を加えている。

本論文は，全体を 8 章に分け，第 1--3 辛で、は，雑音現象の性質について観測結果を述べ，第 4--5 章

では，その発生機構について考察し，第 6--8 章では，その工業的応用について論じている。

論文の審査結果の要旨

著者はけい光灯の雑音現象につき，最初に放電物理学的に考究し，種々の雑音の発生機構および諸性質

を明確にした。持に，再点弧形および双子形雑音については，その発生条件を見出した。さらに，雑音障

害抑制法についても検討を行なった。ついで、雑音による零電界放射電流を考究して，けし 1光灯製作工程に

おける品質管理上の諸問題，持に電極の製造工程に対し数個の問題を解決している。

以上のごとく，本論文はけい光灯製作および雑音防止対策に対して寄与すると乙ろが少なくないので，

博士論文として価値あるものと認める。
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